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青年の日 2019「こころひとつにフェスティバル」 ～青年部一丸で！～ 

  

青年の日 2019「こころひとつにフェスティバル」

が 19 日、京都教会で行われ、青年部員およそ 60 名

が活動に参加しました。今年は教会近隣場所でのユニ

セフ募金活動と教会法座席を活用した「よろず相談会」

が実施されました。 

街頭募金は岡崎公園、動物園前、三条京阪に分かれ、

午前中の約 1 時間、協力を呼びかけました。募金での

感想発表では「みんなが頑張っているところが良かっ

た」「最初は大きな声が出せなかったけど、途中から大

きな声が出せて良かった」「世界の人々がいろんなこと

に苦しめられていることが分かった」「募金は楽しかっ

た。次は声かけにいろんな言葉を考えたい」「お金を入

れてもらって楽しかった」「募金には行けなかったけ

ど、教会でスープ作りに頑張れた」など短い時間にも

関わらず、各自、得たものがありました。 

  

   

齋藤実行委員長から募金額が 151,508 円との発表

があると、法座席は大きな拍手に包まれました。 

よろず相談は 11 のコーナーに分かれ、それぞれに

会員の専門家が受け答えを行い、直面するさまざまな

課題に寄り添い、親身になってアドバイスする姿が見

られました。 

佐藤教会長はお言葉の中で、「今日は社会に向けて募

金をさせて頂くことを中心に実施して頂きました。一

人で募金に立っても、これだけの金額が集まりません。

善い事を多くの人でさせて頂いたからこそ集まりまし

た。仲間とさせて頂くことの大切さを仏さまから教え

て頂きました。これからも善い事をみんなと一緒にさ

せて頂きたいと思います」と述べました。 

また、「お財布を持っている方は協力をお願いしま

す」や「お財布ごと募金をお願いします」という子ど

もの声かけに、楽しい思いで募金に立つことが出来ま

したと話すと、会場から笑みがこぼれました。「ますま

す京都教会青年部が発展することを祈念します」と述

べ、締めくくられました。 
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令和元年、私たちは「勇気をもって 私らしく やってみよう」を実践して参ります。 

平安月報 
The HEIAN monthly report 
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今月のことば ～仏の教えを習い、学ぶ～ 洛叡支部 古田雅章 

「今月のことば」を担当させて頂きます、洛叡支部

の古田雅章です。 

 

会長先生の「仏の教えを習い、学ぶ」を読ませてい

ただき、まず最初に感じたのは「難しい内容」という

事です。3 回読み直しました。それから声に出して読

みました。会長先生のご法話は、知的で文学的で、い

つも理解するまでに時間がかかります。ただ、自分な

りに理解が進んだとき、それはそれはありがたい気持

ちになり、「やはり会長先生は素晴らしい」と毎月思わ

せていただくわけです。 

 今回、「習学」について教えていただきました。私が

法華経に出会ったのは 18 歳の時でしたが、あまり勉

強、つまり学習をして来なかった自身を振り返ると、

これまで生きてきたなかで、どちらかというと「習学」

について考える時間が多かったように感じます。 

出身は山口県下関市。信仰二代目。高校卒業ととも

に京都に移り住み、京都教会の皆さまの触れ合いのお

蔭様で、改めて自分の意志で立正佼成会に入会しまし

た。学校、その後の就職と、様々な悩みや苦しみを経

験しましたが、教会では必ず「まず自分の事としてと

らえましょう」「自分が変われば相手が変わる」と徹底

したご指導をいただき、素直に実践する中でたくさん

の功徳をいただく事ができました。特に、青年幹部教

育を受講しているさなか、しかも会社に入りたての新

人研修中に、父が事故で他界した出来事は私を大きく

成長させました。私は父が嫌いでした。アルコール依

存症である父を私はとても嫌っていました。そのよう 

な私でしたが、青年幹部教育の中で、どんな理由であ

れ自分の子供に嫌われている父の気持ちってどんなも

のだろうかと、父の気持ちを考える機会を与えていた

だきました。自分の事しか考えていなかった自分に気

づき、すぐに父に懴悔の手紙を書きました。次に会っ

たときに必ず手紙を渡そうとしていたそんな矢先に父

は突然亡くなりました。その後、手紙を渡せなかった

事に囚われていた私でしたが、「逆に渡せなかったから

こそ、その気持ちをいつまで持ち続ける事ができるん

ですよ。」と青年幹部教育の講師の方に教えていただい

たとき、この信仰は間違いないと確信しました。 

 そのまま進んでいたら、もっともっとありがたい自

分になっていたかもしれませんが、社会にもまれ、残

念な事に歳を重ねることに素直な自分は薄れ、逆に我

がままで自分勝手な日々を過ごしている現在だと感じ

ています。日々反省です。 

 そのような私ですが、今回のご法話の最後に「習学

の実践」について説かれている部分でたいへん救われ

ました。実践とはつまり「基本信行」であると教えて

いただきました。佼成会員としては実に当たり前の事

ですが、これが本当に大切で、また当たり前に続けて

いく事が本当に難しいと実感しております。改めてこ

の事を認識でき、また新鮮に受け止める事できたのは

これまでの修行のお蔭様だと感じます。 

 今年は京都教会発足 60 周年の節目の年、これまで

の自分を振り返り新たな気持ちで、佼成会のご縁でい

ただいた計り知れないご恩をこれから精一杯お返しし

ていきたいと願います。          合掌 

 

明るい社会づくり運動 提唱 50周年記念大会 ～京都から代表者参加～ 

4 月 27 日(土)に「明るい社会づくり運動 提唱 50

周年記念大会」がメルパルクホール（東京都港区）で

開催され、京都教会からも代表者3名が参加しました。 

オープニングでは桶胴太鼓「team 阿修羅」の演奏

に合わせ、佼成学園女子中学・高等学校の書道部の書

道パフォーマンスが披露。縦 5ｍ、横 5ｍ紙に書き上

げられた「伝統と革新」の文字が舞台中央に掲げられ

ました。 

続いて、同運動のこれまでの歩みをまとめた映像が

紹介され、主催者の砂川敏文理事長が「築いてきた伝

統を継承しながら、社会の変化に的確に対応するため、

新しいことに挑戦し、多様性と柔軟性をもって社会に

貢献したい」と抱負を述べました。 

協力団体挨拶では、立正佼成会会長の庭野日鑛師が

登壇。庭野師は、「思いやりの心をもって、世のため、

人のために尽くすことが人間として何より大切」であ

り、「運動の中心をなすこの精神を大事にし、共に力 

を尽くしていきたい」と述べられました。 

その後、「変化する地球と社会――明社への期待」

と題した小池俊雄氏（東京大学名誉教授）の基調講演

では「多くの方が治水や環境に関心をもっているもの

の、実際に災害に備えて行動して少ないことを指摘さ

れ、今後は住民の注意を喚起し行動を促していく「地

域のファシリテーター」が重要であり、その担い手と

して地区明社の活躍に期待を寄せられました。 

その後、各地区明社の代表者５人が「明社運動と私

の夢」の発表、そして「大会宣言文」を大会実行委員

長の澤田章好氏が述べました。 

エンディングでは SWING MATES（スイングメ

イツ）の演奏に合わせて全員で『手のひらに太陽を』

『世界にたった一つの花』を合唱し、参加者の心も一

つに新たな一歩を踏みだしました。 

－記事は明るい社会づくり運動のホームページ 

(https://www.meisha.jp/)より抜粋－ 
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下館教会から万灯を譲り受ける ～運搬メンバーのレポートから～ 

下館教会の万灯を譲り受けるため、壮年部代表 3 名

が５月１１日～１２日、茨城県筑西市の同教会を訪れ

ました。代表の一人、中野恵造氏からのレポートです。 

 

京都教会では毎年、お会式から七五三までの時期に

万灯を法座席にお飾りし、御披露目奉納させて頂きま

す。この万灯は、開祖さま生誕１００年の年に向けて、

３年間もかけて、万灯基金を募り、たくさんの方々の

真心で奉納されたとお伺いしています。その京都教会

の万灯は、全国どこにもない、重さ７０㎏！日本一！！

そんな万灯を担がせて頂ける事に、誇りを持って毎年

頑張っています。しかし、新しい担ぎ手には日本一の

重さを誇る万灯は、高いハードルになっているのも正

直なところでした。 

「新しい担ぎ手でも取っ付ける５０㎏ぐらいの万灯が

あればいいなぁ・・・」というのが、万灯担ぎ手とし

ての願いがありました。 

そんな願いを、川崎壮年部長さんから伝わり、佐藤

教会長さんが知って下さり、全国の教会に尋ねて頂い

たところ、下館教会さんが譲って下さるとの事で、お

話しを進めて下さり、今回のお手配を頂ける運びにな

りました。 

万灯運搬メンバ

ーは、川崎壮年部

長、西田部長（宇

治）、中野恵造（右

京）の３人がお役

を頂きました。 

１１日(土)往路

では、新名神に乗

り損ねたり、高速

道路の分岐点を間 

違えるなど、少しだけ時間をロスしたものの、三重県、

神奈川県、静岡県、それぞれのサービスエリアでは、

しっかりご当地グルメを頂き、楽しく文化を学びまし

た。おかげさまで、当初の予定時間通りピッタリと到

着することができました。 

茨城県筑西市の下館教会では、荒教会長さんが迎え

て下さり、教会の倉庫では塚越壮年部長さんと壮年部

の方々が、万灯を組み上げて待って下さっていました。

譲り受ける万灯は、当時の茨城教会に５基同じ万灯が

作られ、当時の下館支部に２基が残り受け継がれてき

たものだそうです。街の人口流出や高齢化などの背景

があり、数年前から倉庫でお休みになっていた万灯だ

そうです。 

塚越壮年部長さんは、長年大事にされ、歴史や思い

出の詰まった教会の万灯を手放すことを躊躇されたそ

うですが、これを期にもう一基の万灯を補修し直す事

を条件に、「もう一基を京都で綺麗に直してして使って

やって下さい」「娘を嫁に出す気持ちです」と本当に嬉

しそうに笑顔で見送って下さったことが印象的でし

た。 

そんな、大事な娘さん（万灯）を譲り受けたからに

は、京都での新しい担ぎ手が増えるような活動を展開

していけたら楽しいと思いますし、それが下館教会さ

ん、京都教会の歴史を築いて下さった、先輩方のご恩

に報いることであると思います。 

下館教会の壮年さん方も「うちの箱入り娘（万灯）

を宜しくお願いします」と親心全開で送り出して下さ

った、そのお心を直（じか）に感じることができ、「下

館教会まで行かせて頂いて良かったな」と思います。 

佐藤教会長さん、荒教会長さんのお慈悲をかみしめ

て、壮年部一同 「京都で平和行進」の夢に向かって精

進する事をお誓いします。                合掌 

   
 

日常生活の中の仏教用語 ～えっ？こんな言葉も仏教が語源？～ 

言葉のルーツを知って仏教に親しみを持ちましょう。 

【非業（ひごう）】 

物事には、因果、つまり原因と結果があり、この二

つには深い関係があるというのは、仏教の考え方のな

かでも重要なポイントである。「業」とは行為のこと

だが、ひとつの行為は、必ず次の行為を引き起こす力

をもっている。その力のことも「業」という。しかし、 

その「業」によらないことを仏教では非業という。 

 業には善と悪があるが、この場合の出来事は、不幸

や不運であることがほとんど。今では、思いもかけぬ

突然の事故などの災難によって命を落としたときに、

「非業の死」という言い方で耳にすることが多い。 

（「仏教早わかり百科～主婦と生活社～」から抜粋） 
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庭 野 日 敬 開 祖   法 話 集 ～開祖随感より～ 

「仏になる道」 

法華経は、仏になるための教えといってもいいでし

ょう。では、どうしたら仏になれるのか。いつも申し

上げるように「若し法を聞くことあらん者は一りとし

て成仏せずということなけん」と仏さまは断言してお

られるのですが、そう聞いて、「ただ聞くだけで、仏に

なれるのですか」と尋ねる人がいました。 

「聞く」とは、心の底から「そのとおりだ」と納得

することなのです。それには、耳で聞くだけ、知識を

蓄えるだけではだめなのですね。一つでもいいから真

剣に聞いて、聞いたらそのとおりに実行する。すると、

自分の一念で三千世界が変わる真理のはたらきがあり

ありと実感できるのです。 

 人さまをお救いしたいという慈悲心で活動したこと

のない人は、仏教の本当の教えの尊さがなかなか分か

りません。教えのとおりに一つでも実行してみると、

だれもが本当の喜びを味わえます。立正佼成会の歴史

が、それをはっきりと証明しています。 

その菩薩行を一つ一つ積み重ねていけばいいので

す。真剣に人さまのために打ち込むと、自分をしばっ

ていた固定観念や身構えがほどけて、仏性が輝き出て

きます。人さまを仏の道へお導きすること、それが自

身仏になる道です。 

 

「百人の力を借りれば百人力」 

一人の力には限りがあります。お金も身分もなかっ

た秀吉は、「十人の力を借りれば十人力、百人の力を借

りれば百人力。人の力を借りるには、人を喜ばせなく

てはならん」と、ひたすら人を喜ばせることに心をく

だいたそうです。それで、あれだけの大仕事を成し遂

げたわけです。 

では、どうしたら本当に人を喜ばせることができる

かです。佼成会を始めた当初、私は牛乳屋のおやじさ

ん、妙佼先生はイモ屋のおばさんでした。けれども、 

人さまをお救いしたい一心で、ただひたすら相手のこ

とを考えて尽くしました。苦しんでいる人を見ると、

車に乗せてあげる。後押ししてあげて、仏さまの教え

に導く。しかも、なんの見返りも一切求めないのです。

すると、人が必ず集まってきてくれるのですね。 

 相手の喜ぶことだけを考えていると、相手に何かして

もらいたいといった要求もなければ、不満も生まれま

せん。こちらに感謝や尊敬を求める気持ちがあると、

こんなに面倒をみてあげているのに、何ひとつ返して

くれない恩知らずの人だ、などといった不満が頭をも

たげてくるわけです。これでは、どんなにしてあげて

も、人が慕い寄ってくるわけがありません。 

 

「枝葉より幹が大事」 

一日中、口角あわを飛ばして議論しても、結局、な

にもまとまらないといった会議が、ときどきあります。

大筋とは関係のない枝葉のことばかりにこだわってい

るわけです。事を運ぶのに自分がどれだけ貢献できる

か、犠牲を払えるか、その腹を決めて話し合えば、た

ちまち結論が出るのに、逆に、できない理由を滔々と

論じているのです。 

なぜそんなことになるのかと見ていると、つまりは

自分の立場が不利にならないようにと汲々としている

のです。木も成長しすぎると枝葉が繁りすぎて、風も

通らず、日も差さなくなって衰えてしまうものですが、

組織も、うっかりすると伸びすぎた枝葉のほうばかり

を大事にして、それぞれが自分の部署のことにばかり

こだわって本筋を見失ってしまうことが起こりがちな

のです。   

立正佼成会がめざしているのは、人びとを仏道に入

らしめ、自他共に仏道を行じて真の幸せにいたるとこ

ろにあります。その本筋をしっかりと見すえて、どの

枝を払い、何を守るか、賢く判断していかなくてはな

りません。               （つづく） 

 

６～７月の主な教会行事 ●メッセージ 

6 月 1日(土) 

2 日(日) 

4 日(火) 

10 日(月) 

15 日(土) 

 

7 月 1日(月) 

4 日(木) 

10 日(水) 

15 日(祝) 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

9:00～ 

朔日参り 

京都教会発足 60周年式典 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

釈迦牟尼仏ご命日 

 

朔日参り 

開祖さまご命日 

脇祖さまご命日 

盂蘭盆会・釈迦牟尼仏ご命日 

お当番さんがバスを降り、教会へ向かって歩いてい

ると同じ方面に向かうおばあさんがおられました。何

気に声をかけると、教会近くにお住いらしい。さらに

は当番の際、正面玄関に置いている「佼成」のことも

ご存知で、良いことが書いてあり、いつも読んでいる

とのこと。しかし、自宅に持っておくと申し訳ないと、

いつも戻しに来られていたと聞き、後日改めてそのお

当番さんがご自宅を訪問し、毎月 100 円頂ければお

渡し出来ると説明。それならばと、1 年分の会費納入

で会員になられたそうです。ご縁は分かりませんね。 


